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加
か

藤
とう

　幸
ゆき

男
お

　氏
＝川部＝

　

平
成
22
年
８
月
９
日
、
荒
川
で
溺
れ
て
い
た

小
学
生
を
自
己
の
危
険
も
顧
み
ず
救
助
し
ま

し
た
。

佐
さ

藤
とう

　勝
かつ

榮
え

　氏
＝川部＝

　

保
護
司
と
し
て
27
年
10
か
月
間
在
職
し
、社

会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

佐
さ

藤
とう

　麒
き

一
いち

郎
ろう

　氏
＝塩谷＝

　

保
護
司
と
し
て
24
年
間
在
職
し
、社
会
福
祉

の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

岡
おか

村
むら

　和
かず

子
こ

　氏
＝飯野桜ヶ丘＝

　

保
護
司
と
し
て
13
年
２
か
月
間
在
職
し
、社

会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

（
故
）
丹た
ん　
新し
ん
司じ　
氏

　
＝
布
部
＝

　

保
護
司
と
し
て
14
年
間
在
職
し
、社
会
福
祉

の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

須
す

貝
がい

　俊
とし

郎
ろう

　氏
＝長政＝

　

村
上
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
お
よ
び
村

上
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
の
会
長
と
し

て
12
年
３
か
月
間
在
職
し
、障
害
者
の
社
会
参

加
を
推
進
し
、
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
ま
し

た
。

佐
さ

川
がわ

　静
せい

太
た

郎
ろう

　氏
＝飯野一丁目＝

　

保
護
司
と
し
て
18
年
間
在
職
し
、社
会
福
祉

の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

羽
は

深
ぶか

　茂
しげる

　氏
＝石原＝

平成22年度
市ほう賞受賞おめでとうございます

功績のあった32氏を表彰
　市では毎年、市民の模範
としてふさわしい功績や行
為、行政に積極的に協力し
た個人や団体を表彰してい
ます。
　今年度は、次の32氏が受
賞されます。おめでとうご
ざいます。（順不同）

　

平
成
22
年
８
月
９
日
、
荒
川
で
溺
れ
て
い
た

小
学
生
を
自
己
の
危
険
も
顧
み
ず
救
助
し
ま

し
た
。
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農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
10
年
１
か
月
間

在
職
し
、農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興
に

尽
力
し
ま
し
た
。

島
しま

田
だ

　敏
さとし

　氏
＝下新保＝

　

旧
荒
川
町
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
10
か
月
間
在
職
し
、
地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

三
さん

田
た

　敏
とし

秋
あき

　氏
＝長政＝

　

昭
和
57
年
に「
開
き
読
み
グ
ル
ー
プ
た
ん
ぽ
ぽ
」を

立
ち
上
げ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
精
励
し
、図
書
館

法
施
行
60
周
年
記
念
図
書
館
関
係
者
表
彰
に
お
い
て

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
図
書
館
活
動

の
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

倉
くら

松
まつ

　ノブ　氏
＝二之町＝

　

旧
神
林
村
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
８
か
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

川
かわ

崎
さき

　健
けん

二
じ

　氏
＝北新保＝

　

旧
神
林
村
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
８
か
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

平
ひら

山
やま

　耕
こう

　氏
＝七湊＝

　

旧
神
林
村
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
８
か
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

木
き

村
むら

　貞
さだ

雄
お

　氏
＝七湊＝

　

学
校
町
区
長
と
し
て
15
年
間
在
職
し
、そ
の

間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
市
政

運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

大
おお

西
にし

　剛
ごう

吉
きち

　氏
＝学校町＝

　

松
原
町
三
丁
目
区
長
と
し
て
11
年
間
在
職

し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な
事
務
連
絡
業
務
を
担
当

し
、市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

佐
さ

藤
とう

　秀
ひで

夫
お

　氏
＝松原町三丁目＝

　

旧
朝
日
村
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
間
在
職
し
、地
方
自
治
の
伸

展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

齋
さい

藤
とう

　信
しん

一
いち

郎
ろう

　氏
＝上野＝

　

村
上
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
本
部
長
と
し

て
25
年
１
か
月
間
在
職
し
、ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
振
興
、青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し

ま
し
た
。

瀧
たき

波
なみ

　重
じゅう

平
べい

　氏
＝小国町＝

　

岩
船
広
域
図
書
館
図
書
選
定
委
員
会
お
よ
び

村
上
市
図
書
館
協
議
会
の
会
長
を
歴
任
し
、図

書
館
法
施
行
60
周
年
記
念
図
書
館
関
係
者
表
彰

に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な

ど
図
書
館
活
動
の
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

阿
あ

部
べ

　昌
まさ

彦
ひこ

　氏
＝飯野三丁目＝

　

村
上
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
の
会
長

と
し
て
14
年
９
か
月
間
、村
上
地
区
交
通
安
全

協
会
の
副
会
長
お
よ
び
理
事
と
し
て
32
年
２

か
月
間
在
職
し
、交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
交

通
事
故
防
止
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

（
故
）
髙た

か
橋は

し　
日ひ

出で

男お　
氏

＝
藤
沢
＝
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内
閣
総
理
大
臣
杯
第
27
回
全
日
本
世
代
交

流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
新
潟
県
代

表
チ
ー
ム
「
Ｔ
Ｋ
Ｅ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出

場
し
、優
勝
し
ま
し
た
。

鈴
すず

木
き

　寿
とし

憲
のり

　氏
＝中原＝

　

内
閣
総
理
大
臣
杯
第
27
回
全
日
本
世
代
交

流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
新
潟
県
代

表
チ
ー
ム
「
Ｔ
Ｋ
Ｅ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出

場
し
、優
勝
し
ま
し
た
。

相
そう

馬
ま

　嘉
よしみ

　氏
＝吉浦＝

　

第
24
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
男
子

ト
リ
プ
ル
ス
の
部
に
お
い
て
、
新
潟
県
Ａ
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
第
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

吉
よし

田
だ

　和
かず

夫
お

　氏
＝緑町三丁目＝

　

第
23
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大

会
に
お
い
て
新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
団
体
戦
第
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

大
おお

場
ば

　弘
ひろむ

　氏
＝中原＝

　

第
23
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大

会
に
お
い
て
新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
団
体
戦
第
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

安
やす

田
だ

　政
まさ

之
ゆき

　氏
＝あけぼの＝

　

第
23
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大

会
に
お
い
て
新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
団
体
戦
第
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

鈴
すず

木
き

　操
みさお

　氏
＝中原＝

　

昭
和
48
年
以
来
、
統
計
調
査
員
と
し
て
、
各

種
統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

佐
さ

藤
とう

　惠
けい

一
いち

　氏
＝緑町三丁目＝

　

生
前
の
意
思
に
基
づ
き
、教
育
お
よ
び
福
祉

事
業
に
多
額
の
寄
附
を
し
、市
行
政
の
向
上
に

寄
与
し
ま
し
た
。

　

第
23
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大

会
に
お
い
て
新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
、団
体
戦
第
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

島
しま

田
だ

　紀
き

美
み

子
こ

　氏
＝下新保＝

　

第
24
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
男
子

ト
リ
プ
ル
ス
の
部
に
お
い
て
、新
潟
県
Ａ
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、第
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

本
ほん

間
ま

　廣
ひろし

　氏
＝飯野三丁目＝

　

第
24
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
男
子

ト
リ
プ
ル
ス
の
部
に
お
い
て
、新
潟
県
Ａ
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、第
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

小
こ

池
いけ

　正
まさ

雄
お

　氏
＝飯野三丁目＝

　

第
31
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会
〜
私
の
主

張
２
０
０
９
〜
に
お
い
て
、審
査
委
員
会
委
員

長
賞（
特
別
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
こ

池
いけ

　尚
なお

輝
き

　氏
＝葛籠山＝

（
故
）
塚つ
か
田だ　
コ
ト　
氏

＝
松
原
町
一
丁
目
＝



5　　2010.11.1

ご存じですか！個人住民税の給与天引き（特別徴収制度）
　会社などにお勤めの人は、個人住民税（個人県民税と個人市民税）を毎月の給与から天引き（特別徴収）
で納めていただいています。

●個人住民税の「特別徴収」とは
　所得税の源泉徴収制度と同様に、お勤めの会社などが、毎月従業員（給与所得者）に支払う給与から個
人住民税を天引きし、納税義務者である従業員に代わって従業員の住所地の市町村へ納入する制度です。
　なお、地方税法などの規定により会社などの事業所は、特別徴収しなければならないことが義務付けら
れています。

●給与からの特別徴収による納税のしくみ
　給与からの特別徴収の場合は、年税額を12回に分け、６月から翌年５月までの給与からの天引きにより
納めることになります。
　年度の途中に退職などで特別徴収ができなくなった場合は、未納付分については納付書や口座振替での
納付（普通徴収）となります。
　新しく就職した人は、普通徴収から特別徴収に切り替えることもできます。また、切り替えの手続きは
会社などの事業所が行いますので、詳しくは会社などの事業所の担当者にお問い合わせください。なお、
納期が過ぎた分を切り替えることはできませんので、ご注意ください。

●給与天引きの利点
　普通徴収で納付される場合は、年４回に分けて納めていただくこととなりますが、特別徴収の場合は年
12回となりますので、１回あたりの負担が少なく、また、納め忘れもなくなります。

※事業所の担当者で特別徴収の始め方など、分からないことがありましたら、ご相談ください

年末調整に際して　～住民税に関する事項などが追加されました～
　平成23年分の所得税から16歳未満の扶養親族の扶養控除が廃止になります。これに伴い平成22年分の年
末調整の際に提出していただく「平成23年分給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」に次の項目（住民税
に関する事項）が追加となりましたので、記入してください。
　個人住民税は、平成24年度課税分からの適用となりますが、個人住民税の算定（非課税限度額の算定）な
どの際に使用するため、年齢16歳未満の扶養親族を申告していただくものです。

税務課からのお知らせ

会社などにお勤めの人（給与所得者）へ

【参考】総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/34623.html）
詳しくは税務課市民税係、またはお勤めの事業所の担当者にお尋ねください。

●問い合わせ　税務課市民税係　☎53－2111（内線221、222）

追加項目　住民税に関する事項（年齢1�歳未満の扶養親族を記載）

追加項目
「村上」と記載

例
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平成23年度

保育園の入園・学童保育所の入所 申し込みを受け付けます

 保育園
受付期間　11月１日㈪〜 11月15日㈪

◆申し込みができる人　

　村上市に住民登録があり、次のような理由で、子

どもを保育できない保護者や家族

　・日中仕事をしている

　・妊娠中または出産後間がない

　　（おおむね産前産後３か月程度）

　・病人の看護をしている　など

◆各園の所在地・定員など

保育園名 所在地 電話番号
定員

（人）

乳
児
保
育

第一保育園 肴町20番３号 52－3085 90 ◎

第二保育園 庄内町９番３号 52－2488 90 ◎

岩船保育園 岩船上町７番23号 56－7124 120

瀬波保育園 瀬波中町９番９号 52－4400 90 ◎

上海府保育園 吉浦1456番地１ 58－2026 30

山辺里保育園 日下1241番地２ 53－1541 90 ◎

山居町保育園 飯野三丁目15番４号 52－4179 90

金屋保育園 金屋2142番地１ 62－2355 100

大津保育園 大津８番地１ 62－3034 80

坂町保育園 坂町623番地170 62－3073 80 ◎

荒島保育園 荒島1004番地 62－4192 80

みのり保育園 北新保1548番地１ 66－8370 120 ◎

向ヶ丘保育園 小出832番地１ 66－8330 140 ◎

舘腰保育園 下新保325番地 72－1554 100 ◎

三面保育園 中新保50番地３ 72－1230 45

高南保育園 中原2722番地１ 72－1153 90

猿沢保育園 上野630番地 72－1170 90 ◎

塩野町保育園 塩野町56番地１ 73－1050 90

山北にじいろ
保育園

府屋176番地５ 77－2012 80 ◎

山北おおぞら
保育園

勝木730番地 77－2620 90 ◎

◆保育時間

　平　日　　　午前８時〜午後４時

　土曜日　　　午前８時〜11時30分

　※ 土曜日は拠点保育園（山居町保育園、坂町保育

園、山北おおぞら保育園）で実施

◆早朝保育

　平日・土曜日　午前７時30分〜８時

◆延長保育

　平　日　　　午後４時〜６時30分

　　　　　　　（上海府保育園は午後５時15分まで）

　土曜日　　　午前11時30分〜午後６時30分

◆乳児保育

　生後４か月からの乳児の受け入れを行っている園

は、左表の◎印の保育園です。生後11か月からは、

どの保育園でも受け入れています。

◆障がい児保育

　山居町保育園を拠点保育園として実施していま

す。軽度障がい児で健常児との集団保育が可能なお

子さんは、拠点保育園以外でも受け入れます。

◆申請書類と入園調整

　・ 申請書類は、市役所本庁、支所および各保育園

にあります。

　・ 申し込み状況によっては、入園調整などを行う

場合があります。

◆その他

　入園決定した各年齢の園児数により、混合保育と

なる場合があります。※混合保育とは、年齢の違う

園児を１つのクラスとして保育することです

◆注意事項

・ 産休・育休明け、就職などで年度の途中から入園

を希望する人も、期間内に申し込んでください。

・ 育休期間中は、３歳未満のお子さんについては家

庭保育が可能とみなします。（特別な事情がある場

合は、個別に相談してください）

◆申し込みおよび問い合わせ

　社会福祉課保育園係　☎53－2111（内線241、242）

　または各支所地域福祉課地域福祉係、各保育園
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 学童保育所
　受付期間　11月１日㈪〜 11月15日㈪
●対象児童

　市内小学校の１〜３年生で、放課後自宅へ帰っても保護者がいない家庭の児童

●各学童保育所の校区と所在地など

学童保育所名（校区） 所在地 電話番号 定員

二之町学童保育所（村上小学校区） 二之町１番10号 53－3323 30人

南町学童保育所（村上南小学校区） 南町二丁目11番58号 53－3077 30人

なんしょうクラブ（村上南小学校区）
南町二丁目１番11号
（南小学校プレールーム）

080－1248－6118 30人

瀬波学童保育所（瀬波小学校区） 瀬波上町４番１号 53－4130 50人

岩船学童保育所（岩船小学校区） 岩船上大町２番23号 56－8787 30人

山辺里学童保育所（山辺里小学校区） ※山辺里721番地１（山辺里小学校内） 52－3321 30人

保内学童保育所（保内小学校区） 下鍜冶屋388番地１ 50－5125 30人

金屋学童保育所（金屋小学校区） 金屋2014番地１（金屋小学校内） 62－2101 10人

神林学童保育所（神林地区内小学校区） 九日市356番地４ 66－7297 30人

朝日学童保育所（朝日地区内小学校区） 小川29番地３ 53－4711 30人

山北やまゆり学童保育所（山北北小学校区） 府屋313番地１ 77－4820 25人

山北はまゆり学童保育所（山北南小学校区） 勝木730番地 77－3050 15人

※山辺里学童保育所は、平成23年４月から、村上市日下1428番地（山辺里小学校内）へ移転します

●開設時間　 放課後〜午後６時30分

　　　　　　※土曜日と夏休み期間などは午前７時30分〜午後６時30分

●休 所 日　 日曜日、祝日、お盆（８月13日〜８月18日のうち連続する３日間）、年末年始（12月29日〜１月４日）

●児童の送迎　 児童は放課後徒歩、またはバスで学童保育所へ行き、帰宅時は原則として保護者が迎えに来

てください。

●利 用 料　１人　月額5,000円

●そ の 他　・定員以上の申し込みがあったときは、選考となります。

　　　　　　・ 申込書は、社会福祉課子ども福祉係および各支所地域福祉課地域福祉係、または各学童保育

所にあります。

（注）　 村上南小学校区では、「南町学童保育所」および「なんしょうクラブ」の施設の選択はできません。

　　　後日、割り振りますので、施設名は「南町学童保育所」でお申し込みください。

●問い合わせ

　社会福祉課子ども福祉係　☎53－2111（内線243）

　または各支所地域福祉課地域福祉係
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市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、市
の
財
政
運
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
か
を
お
伝
え
す
る
た
め
、財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、平
成
21
年
度
の
決
算

の
概
要
と
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決　
算

　

９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、平
成
21
年
度
の

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。決
算
と
は
予
算
に

対
し
、ど
れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ
た
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

■ 

一
般
会
計

　

平
成
21
年
度
、
一
般
会
計
の
収
支
は
、
歳
入

総
額
３
３
１
億
５
０
３
５
万
円
、歳
出
総
額
は

３
１
９
億
７
６
１
７
万
円
で
、
差
し
引
き
は

11
億
７
４
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。翌
年
度

へ
繰
越
す
べ
き
財
源
（
繰
越
事
業
の
財
源
）
を

差

し

引

い

た

収

支
（

実

質

収

支

）
は

、

９
億
５
２
７
７
万
円
の
「
黒
字
」
と
な
り
ま
し

た
。

■
収
入

　

市
税
が
減
少
、国
庫
支
出
金
な
ど
は
増
加

　

市
の
収
入
の
中
心
は
、国
か
ら
一
定
の
ル
ー

平成21年度
村上市

財
政
状
況

・地方交付税　125億6,339万円

　 　国から一定のルールに基づいて交付される「普

通交付税」と市町村の特別な事情に合わせて交付

される「特別交付税」に分けられる

・市税　70億9,326万円

　　市民税、固定資産税、軽自動車税など

・国庫支出金　45億6,588万円

　　市が行う事業に対して、国から交付されるもの

・市債　24億9,800万円

　　国や市内金融機関からの借入金

・県支出金　17億1,570万円

　　市が行う事業に対して、県から交付されるもの

・譲与税・交付金等　14億1,562万円

　 　自動車重量譲与税や、地方消費税交付金など国

から交付されるもの

・諸収入　11億2,867万円

　　延滞金、預金利子、その他雑収入

・分担金および負担金　６億2,975万円

　　学童保育所利用料、各種健診負担金など

・使用料および手数料　４億1,252万円

　　施設の使用料や、証明手数料など

・その他　11億2,756万円

　　繰越金、財産収入、寄付金など

  一般会計歳入総額  
331億5,035万円

地方交付税
125億6,339万円

市税
70億9,326万円

市債
24億9,800万円

県支出金
17億1,570万円

諸収入
11億2,867万円

国庫支出金
45億6,588万円

分担金および負担金
6億2,975万円

譲与税・交付金等
14億1,562万円

使用料および手数料
4億1,252万円

その他
11億2,756万円

歳入

ル
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
と
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
税
で
す
。地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
大
き

く
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
市
税
は
、
長
引
く
不

況
の
影
響
な
ど
に
よ
り
約
４
億
２
７
０
０
万

円
減
少
し
ま
し
た
。

　

収
入
総
額
と
し
て
は
、
前
年
度
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
支
給
し

た
定
額
給
付
金
事
業
の
補
助
金
や
建
設
事
業

に
対
す
る
国
の
臨
時
交
付
金
が
主
な
要
因
で

す
。

■
支
出

　

土
木
費
・
教
育
費
は
増
加
、民
生
費
は
減
少

　

土
木
費
は
、前
述
の
臨
時
交
付
金
に
よ
る
道

路
整
備
の
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
教
育
費
は
、

平
成
23
年
度
開
校
予
定
の
山
辺
里
小
学
校
の

校
舎
と
体
育
館
の
建
設
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
、

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
主
な
要
因
で
す
。
一
方

で
、み
の
り
保
育
園
の
建
設
が
終
了
し
た
民
生

費
は
減
少
し
ま
し
た
。
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・ 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金 

３
４
９
１
万
円

・
漁
業
資
料
館
事
業

 

９
４
８
６
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
、
農
道
、
排
水
路

な
ど
の
設
備
や
有
害
鳥
獣
の
駆

除
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

削
減
、
害
虫
駆
除
に
よ
る
森
林
の

維
持
や
、
林
道
の
開
設
・
改
良
工

事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
消
防
費

・ 

水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入
事
業 

５
１
５
４
万
円

・ 

高
規
格
救
急
自
動
車
・
資
機
材

購
入
事
業 

３
０
９
３
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
災
害
に
備
え
、
防

災
施
設
な
ど
の
修
繕
や
、
水
害
・

土
砂
崩
れ
な
ど
に
備
え
、
避
難
場

所
な
ど
の
位
置
や
浸
水
区
域
を

示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
商
工
費

・
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

 

８
億
４
６
０
８
万
円

・
企
業
誘
致
事
業

　

 

３
９
７
１
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
市
民
や
観
光
関

係
者
、
行
政
が
協
働
し
て
観
光
振

興
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
計

画
策
定
や
、
海
水
浴
場
、
観
光
施

設
の
管
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

民生費
70億1,936万円

公債費
46億5,010万円

土木費
42億6,453万円

教育費
41億6,136万円

総務費
37億4,424万円

衛生費
18億8,007万円

農林水産業費
17億7,707万円

消防費
17億5,113万円

商工費
13億5,048万円

その他
13億7,783万円

歳出

  一般会計歳出総額  
31�億�,�1�万円

●
平
成
21
年
度
の
主
な
事
業

■
民
生
費

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
　

５
億
９
４
６
２
万
円

・
老
人
福
祉
費
一
般
事
業

　
　

１
億
４
６
７
４
万
円

・
荒
川
い
こ
い
の
家
経
費

　
　

７
２
４
９
万
円

・
通
園
バ
ス
運
行
事
業

　
　

５
２
７
６
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
閉
じ
こ
も
り
の

防
止
、
介
護
予
防
な
ど
を
目
的
に

支
援
事
業
や
、
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
育
児
支
援
、
老
朽
化
し
て
い

る
学
童
保
育
所
の
建
設
事
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
土
木
費

・
市
道
桃
川
牧
目
線
改
良
事
業

　
　

１
億
９
８
２
２
万
円

・ 

高
速
道
路
ア
ク
セ
ス
道
路
整

備
事
業 

１
億
２
８
０
３
万
円

・
港
湾
建
設
事
業

　
　

１
９
７
０
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
、
都
市
計
画
区
域

の
再
編
作
業
を
行
い
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
や
、
公
営

住
宅
の
整
備
修
繕
、
既
存
建
物
の

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
の

促
進
を
図
る
た
め
促
進
計
画
の

策
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
育
費

・ 

山
辺
里
地
区
統
合
小
学
校
建

設
事
業 

７
億
３
６
８
万
円

・ 

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業 

１
億
４
２
６
６
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
、
小
・
中
学
校
の

耐
震
診
断
や
補
強
工
事
、
城
跡
を

修
繕
す
る
な
ど
の
文
化
財
の
保

護
、
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
開
催

に
伴
い
、
施
設
の
整
備
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

■
総
務
費

・
国
民
体
育
大
会
事
業

　
　

１
億
５
９
５
０
万
円

神林岩船港ICの下り線降り口
「市道牧目高速２号線」

神林岩船港ICの下り線降り口
「市道牧目高速２号線」

市内小・中学校に設
置した「電子黒板」
市内小・中学校に設
置した「電子黒板」

・
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

　
　

１
億
４
３
４
０
万
円

・
防
犯
対
策
事
業

　
　

２
０
９
９
万
円

・
電
波
遮
へ
い
対
策
事
業

　
　

５
２
２
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
、
地
域
住
民
が
自

ら
の
創
意
工
夫
と
実
践
に
よ
り

暮
ら
し
や
す
い
集
落
づ
く
り
へ

の
支
援
や
、
村
上
市
の
将
来
像
を

定
め
た
合
併
後
最
初
と
な
る
第

１
次
村
上
総
合
計
画
の
策
定
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
衛
生
費

・
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
事
業

　
　

１
億
４
２
５
万
円

・
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
経
費

　
　

６
３
９
１
万
円

・ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

事
業 

　

１
２
０
６
万
円

・
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

　
　

１
１
１
７
万
円

　

こ
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
妊
婦
健
診
の
助
成
拡
充
や
、

老
朽
化
し
て
い
る
ご
み
処
理
場

を
更
新
す
る
た
め
の
基
本
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
業
費

・ 
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業 

７
６
４
１
万
円
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■ 

特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
そ
の
事
業
で

得
ら
れ
る
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、事
業
に
必
要
な
経
費
を

支
出
す
る
た
め
、一
般
会
計
と
は
別
に
収
支
を
管
理
す
る
会
計

で
す
。
特
別
会
計
の
収
支
は
、
す
べ
て
の
会
計
で
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

会計名 歳　入 歳　出 差引額

土地取得 38万円 38万円 0円

情報通信事業 1億2,334万円 1億2,000万円 334万円

みどりの里 2億3,957万円 2億3,787万円 170万円

蒲萄スキー場 3,078万円 3,010万円 68万円

あらかわゴルフ場 5,184万円 5,171万円 13万円

国民健康保険 72億6,524万円 71億7,008万円 9,516万円

国民健康保険診療所 1,867万円 1,823万円 44万円

後期高齢者医療 6億  969万円 6億  529万円 440万円

老人保健 1,302万円 957万円 345万円

介護保険 61億  296万円 59億9,497万円 1億  799万円

介護サービス事業 7,563万円 6,388万円 1,175万円

下水道事業 50億9,756万円 50億7,203万円 2,553万円

集落排水事業 19億5,524万円 19億4,033万円 1,491万円

簡易水道事業 7億8,155万円 7億5,704万円 2,451万円

■ 

公
営
企
業
会
計

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
原
則
と
し
て
独
立
採
算
制
で

運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。
会
計
方

法
も
他
の
会
計
と
異
な
り
、
そ
の

年
度
の
経
営
損
益
を
示
す
「
収
益

的
収
支
」
と
、
将
来
の
経
営
に
備
え

て
行
わ
れ
る
建
設
改
良
事
業
の

「
資
本
的
収
支
」
に
分
別
し
た
会
計

方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

会計名 決　算　額

上水道事業
収益的収支

収入 9億8,979万円
支出 8億  786万円

資本的収支
収入 3億9,392万円
支出 9億6,646万円

※ 資本的収入が資本的支出に不足する額５億7,254万円は、

上水道事業会計の内部留保資金などで補てんされます

地方交付税のはなし
　地方公共団体の財源の種類のひとつに、地方交付税があります。これは、簡単に説明すると、地域に

よって地方税の収入額に差があることから、地方間の財政力の不均衡を調整し、すべての地方公共団体

に財源を保障し、均一な行政サービスが提供できるようにするため、国にいったん集めてから分配され

る財源です。つまり、財政基盤の弱い地方公共団体には、より多くの地方交付税が交付されることにな

ります。市の収入は地方交付税が最も多く、約38％（125億6,339万円）を占めています。このことか

ら、当市の財政基盤は決して強いものではありません。加えて、現在の地方交付税の交付額は、合併の

メリットのひとつである有利な金額で交付されていますが、将来にわたり段階的に減額されます。当市

でも、この交付税の減額というものを見据えて、事業などの効率化を行い、より一層地域のニーズに即

した行政サービスの提供を進めていきます。

民生費 102,735円
公債費 68,059円
土木費 62,415円
教育費 60,905円
総務費 54,800円
衛生費 27,517円
農林水産費 26,009円
消防費 25,629円
商工費 19,766円
その他 20,166円

合計 468,001円
※ 平成22年3月31日現在の人

口68,325人で計算

会計名 平成21年度

一般会計 360億1,946万円

情報通信事業 17億9,140万円

下水道事業 345億6,397万円

集落排水事業 100億8,908万円

簡易水道事業 29億  291万円

上水道事業 53億4,062万円

● 

市
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金

●
会
計
別
市
債
残
高

　

市
債
は
主
に
道
路
や
学
校
な
ど
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
利
用
し
て
い
く
施
設
な
ど
の
建
設
費

用
の
た
め
の
借
入
金
で
す
。
市
債
を
発
行
す
る

こ
と
で
、
次
の
世
代
の
人
に
も
費
用
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
世
代
間
の
公
平
性
を
考
慮
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
計
画
的
な
施
設
整
備
な
ど
を

行
い
、
市
債
の
残
高
を
減
ら
す
よ
う
進
め
て
い

き
ま
す
。



11　　2010.11.1

※１　

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、「
実
質
赤

字
比
率
」
、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
、

「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来
負
担
比

率
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
が

「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基

準
」
を
超
え
た
場
合
に
、「
財
政
健
全

化
計
画
」「
財
政
再
生
計
画
」
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※２　

実
質
赤
字
比
率

　

住
民
票
の
発
行
や
道
路
建
設
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
か
か
わ

る
部
門
を
行
っ
て
い
る「
一
般
会
計
」

な
ど
の
赤
字
額
の
比
率
で
す
。

　

平
成
21

年
度
決
算
合
計
で

９
億
５
８
６
１
万
円
の
黒
字
で
し
た

の
で
、「
−
」と
表
示
し
て
い
ま
す
。

※３　

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
に
、
国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
、
水
道
、
下
水
道
事
業

な
ど
、
市
で
運
営
し
て
い
る
す
べ
て

の
会
計
を
加
え
た
市
全
体
の
赤
字
額

の
比
率
で
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
合
計
で
、

22
億
８
２
２
８
万
円
の
黒
字
で
し
た

の
で
、「
−
」と
表
示
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
解
説
と
市
の
状
況

用
語
の
解
説
と
市
の
状
況

※４　

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
が
支
払
う
市
債
償
還
金

の
ほ
か
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
負
担

金
、
公
営
企
業
や
一
部
事
務
組
合
の

借
入
金
償
還
の
負
担
分
な
ど
、
昨
年

１
年
間
で
債
務
を
ど
の
程
度
負
担
し

た
の
か
判
断
す
る
比
率
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
超
え

る
と
市
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
、
市

独
自
の
施
策
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
県

内
30
市
町
村
の
中
で
、21
番
目
で
す
。

※５　

将
来
負
担
比
率

　

こ
れ
か
ら
先
の
負
債
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

市
債
の
残
高
や
、
福
祉
施
設
建
設

へ
の
負
担
、
公
営
企
業
や
事
務
組
合

の
借
入
金
へ
の
負
担
金
、
職
員
の
退

職
金
な
ど
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
あ
る
負
債
を
も
と
に
算
定

さ
れ
ま
す
。
市
の
比
率
は
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

昨
年
よ
り
12
・
１
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

ま
し
た
。

　

今
度
と
も
市
債
の
発
行
を
抑
え
る

な
ど
、負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

※６　

資
金
不
足
比
率

　

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
の
経
営
状
態
の
悪
化
の
度

合
い
を
示
す
比
率
で
、「
経
営
健
全
化

基
準
」を
超
え
た
会
計
ご
と
に「
経
営

健
全
化
計
画
」を
策
定
し
、国
や
県
の

勧
告
を
受
け
な
が
ら
財
政
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、「
−
」
と

表
示
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
に
お
い
て
基
準
を
満
た
し

て
い
ま
す
が
、近
い
将
来
、こ
れ
ら
指

標
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
地
方
交
付

税
の
減
少
に
よ
り
、
指
標
が
上
昇
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
務
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１

　
　

（
内
線
３
２
３
、３
２
４
）

健全化判断比率 ※1 （単位：％）

健全化判断比率
21年度 20年度

（参考）
早期健全化

基準
財政再生基準

実質赤字比率 ※2 － － 12.38 20.00

連結実質赤字比率 ※3 － － 17.38 40.00

実質公債費比率 ※4 17.5 17.4 25.00 35.00

将来負担比率 ※5 160.7 172.8 350.0

資金不足比率 ※6 （単位：％）

会計名
21年度 20年度

（参考）
経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0

集落排水事業特別会計 － － 20.0

簡易水道事業特別会計 － － 20.0

上水道事業会計 － － 20.0

★赤字額がないため「－」と記載

村上市の状況

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

　

県
や
市
町
村
の
財
政
破
綻
を
早
め
に
防
ぐ
た
め
、決
算
に
基
づ
い
て「
健
全

化
判
断
比
率
」と
公
営
企
業
部
門（
水
道
や
下
水
道
事
業
）の「
資
金
不
足
比
率
」

を
毎
年
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、財
政
の
健
全
度
を
測
る
も
の
で
、平
成
21
年
度
は
、す
べ
て
の

比
率
で
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、監
査
委
員
の
監
査
を
受
け
、市
議

会
へ
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
数
値
は
暫
定
数
値
で
す
の
で
、今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
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平
成
23
年
４
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校（
専
門
課
程
に
限
る
）へ
進

学
、
お
よ
び
在
学
す
る
村
上
市
居
住

者
の
子
弟
で
、
人
物
・
学
力
と
も
に

優
秀
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
人
を
選
考
の
上
、
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

■
申
込
資
格

・ 

保
護
者
が
村
上
市
民
で
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

※ 

納
税
に
際
し
、
分
納
な
ど
を
し

て
い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

・ 

学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
（
在
学
ま
た
は
出
身
学
校
の
推

薦
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

　

※ 

５
段
階
評
価
で
お
お
む
ね「
３
」

以
上
、「
良
」以
上
、ま
た
は「
Ｂ
」

以
上
が
お
お
む
ね
半
分
以
上

・ 

本
人
の
保
護
者（
父
お
よ
び
母
。母

子
家
庭
の
場
合
は
母
。
父
子
家
庭

の
場
合
は
父
。
父
お
よ
び
母
が
い

な
い
場
合
は
後
見
人
）
の
１
年
間

の
収
入
額
が
、
お
お
む
ね
６
０
０

万
円
以
下
。事
業
所
得
な
ど
は
、お

お
む
ね
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と

　

※ 

本
人
以
外
に
も
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
へ
の
就
学
者
の
い
る

世
帯
は
考
慮
し
ま
す

・ 

市
内
に
連
帯
保
証
人
２
人
を
有
す

る
人（
１
人
は
保
護
者
、１
人
は
独

立
の
生
計
を
営
む
成
年
者
）

・ 
日
本
学
生
支
援
機
構
や
新
潟
県
な

ど
の
無
利
子
奨
学
金
を
受
け
て
い

な
い
人

■
申
込
期
間

　

平
成
23
年
１
月
17
日
㈪

　

〜
３
月
10
日
㈭

■
貸
与
と
返
還

・
貸
与
月
額

　

 　

月
７
万
円
・
５
万
円
・
３
万
円

の
う
ち
、
本
人
の
希
望
と
家
庭
の

事
情
な
ど
を
勘
案
し
て
決
定
し
ま

す
。

・
貸
与
期
間

　

 　

平
成
23
年
４
月
か
ら
最
短
修
学

年
限
の
終
期
ま
で

・
振
込
日

　

 　

奨
学
金
は
毎
月
10
日
を
め
ど
に

口
座
振
込
し
ま
す
。

　

※ 

た
だ
し
、
最
初
の
年
の
４
月
分

は
５
月
分
と
合
算
し
、
５
月
に

口
座
振
込
し
ま
す

・
返
還

　

 　

奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。
卒
業

後
１
年
を
経
過
し
た
後
か
ら
起
算

し
、
10
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
全

額
を
均
等
月
賦
で
、
口
座
振
替
払

い
に
よ
り
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■
提
出
先
な
ど

　

申
請
書
な
ど
は
学
校
教
育
課
（
朝

日
庁
舎
）
お
よ
び
各
事
務
所
の
教
育

課
で
配
布
と
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
提
出
書
類

　

奨
学
金
貸
付
申
請
書
、
奨
学
生
推

薦
調
書
、住
民
票
謄
本
、前
年
の
保
護

者
の
所
得
を
証
明
す
る
も
の
（
平
成

22
年
分
の
給
与
源
泉
徴
収
票
、
公
的

年
金
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
控
）
、

連
帯
保
証
人
を
内
諾
し
て
い
る
人

（
２
人
）の
納
税
証
明
書

■
採
否
決
定

　

平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
に
選
考

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

☎
72
‐
６
８
８
２

㆓叅
村
上
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　ひとり親家庭の自立を支援するため、母子家庭のみに支給されていた児童扶養手当が、８月１日から父

子家庭にも支給されることになりました。

　今回の改正で新たに支給対象となった人（父子家庭の父）には、申請の経過措置が設けられています。

経過措置の期間は11月30日㈫までですので、申請される場合は期限までに手続きをしてください。なお、

期間を過ぎてからの申請は経過措置の対象となりませんのでご注意ください。

申請の経過措置期間

　11月30日までが、申請の経過措置の期間となっています。ただし、経過措置の対象となる人は父子家庭

の父親です。

■11月30日までに申請すると

　・７月31日までに支給要件に該当している人は、「８月分」から支給されます。

　・ ８月１日〜11月30日に支給要件に該当した人は、「支給要件に該当した日の翌月分」から支給されま

す。

■11月30日を過ぎて申請すると

　７月31日までに支給要件に該当していた人であっても、「申請の翌月分」からの支給となります。

●問い合わせ

　社会福祉課子ども福祉係　☎53‐2111（内線246）、　または各支所地域福祉課

父子家庭の児童扶養手当の申請は11月30日㈫までに
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村上市の職員数や給与などについて公表します
１定員の状況　※臨時、非常勤職員除く（各年度4月1日現在）

区分 職員数 区分 職員数

部門
平成
21
年度

平成
22
年度

部門
平成
21
年度

平成
22
年度

一
般
行
政

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

5
145
37

199
75
0

53
25
39

5
134
38

190
70
0

48
24
38

特
別
行
政

教育
消防

121
147

114
145

小計 268 259

公
営
企
業

病院
水道
下水道
その他

1
26
24
48

1
25
23
44

小計 99 93
小計 578 547 合計 945 899

２特別職の報酬等の状況（平成22年4月1日現在）

区分 給料・報酬月額
期末手当
（平成22 年度支給割合）

6月期　1.45月分
12月期　1.60月分
　　計　3.05月分

給
料

市　長 786,000円

副市長 603,000円

報
酬

議　長 359,000円

副議長 295,000円

議　員 273,000円

３一般行政職の級別の構成比（平成22年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 特に命ずる部長・特に命ずる支所長 4人 0.9％

６級 部長・支所長・特に命ずる課長 34人 7.6％

５級 課長・参事・課長補佐 39人 8.8％

４級 課長代理・副参事 78人 17.5％

３級 係長・主査 201人 45.2％

２級 主任 67人 15.1％

１級 主事・技師 22人 4.9％

計 445人 100％

※ 村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分に
よる職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に
該当する代表的な職名です

【給与について】

１職員の平均給料月額（平成22年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職 消防職

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

村上市 308,513円
42歳
3か月

286,277円
48歳
4か月

311,532円
40歳
5か月

新潟県 341,049円
42歳
8か月

351,003円
48歳
7か月

２職員の初任給（平成22年4月1日現在）

区分
一般行政職 技能労務職 消防職

大学卒 高校卒 高校卒 高校卒

村上市 初任給 172,200円 140,100円 137,200円 158,100円

国 初任給

Ⅰ種
181,200円

Ⅱ種
172,200円

140,100円 137,200円

３職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成22年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 245,075円 291,920円 336,900円

高校卒 211,517円 259,717円 293,883円

技能労務職 高校卒 195,600円 234,800円 250,720円

消防職 高校卒 240,300円 275,167円 332,000円

【手当について（主なもの）】

１期末手当・勤勉手当（平成22年度支給割合）

村上市 国

　　　　　期末　　　　勤勉
６月期 1.25月分 0.675月分
12月期 1.50月分 0.675月分
　計 2.75月分 1.35月分
※ 職制上の段階、職務の級等による加算

措置あり

期末
村上市と同じ
勤勉
６月期　0.7月分
12月期　0.7月分
　計　　1.4月分

２退職手当（平成22年4月1日現在）

村上市 国

(支給率) （自己都合） (勧奨・定年)
勤 続 2 0 年 23.5 月分 30.55月分
勤 続 2 5 年 33.5 月分 41.34月分
勤 続 3 5 年 47.5 月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
調 整 額　 属していた職員の区分に応じて定

める額を加算（60月分）
加算措置　 定年前早期退職の場合は、1年につ

き2％加算（20％限度）
※ 平成18年4月1日改正による経過措置があ

ります

村上市と同じ

平成21年度退職者１人当たり平均支給額 20,567千円

３扶養手当（平成22年４月1日現在）

村上市 国

配偶者 13,000円
その他 各6,500円

村上市と同じ

４住居手当（平成22年４月１日現在）

村上市 国

借家　 月額12,000円以上の家賃を払っている職員に
対し、家賃額に応じ最高27,000円まで

村上市
と同じ

５通勤手当（平成22年４月１日現在）

村上市 国

電車・バスなどの交通機関利用者
運賃の額に応じて最高55,000円まで支給

村上市と同じ

自動車等利用者
片道の使用距離に応じて2,900円〜 44,100円
まで支給

2,000円から
24,500円まで

【定員適正化計画の数値目標】

１数値目標の基本的な考え方
　新市誕生時、982人の職員体制でスタートしましたが、こ
れから多くの職員が定年を迎え、行政改革大綱期間内である
平成28年度末までに356人の職員が退職となる見込みです。
また合併市町村基本計画にある「各年度の退職者の7割分を減
じます」を確実に実行していかなければなりません。
　こうした職員数の激変を見据えて、新たな行政課題や多様
化する市民ニーズに対応できる行政組織の再構築が必要であ
ることから、可能な限り事務事業の整理・統廃合を進めてい
くことを基本とし、効率的に職員数の削減を進めます。
２定員適正化計画
　計画期間（平成21年4月1日〜平成29年4月1日）における定
員管理の数値目標

平成21年4月1日
職員数（人）

平成29年4月1日
職員数（人）

純減数 純減数（％）

945 733 △212 △22.4

●問い合わせ　総務課人事係　☎53－2111（内線318）
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2010村上・笹川流れ国際トライアスロン大会

　９月26日㈰、「2010村上・笹川流れ国際トライアスロン大会」が、気温21．3℃、水温21℃の秋晴れのも

と、盛大に開催されました。今年は昨年の倍にあたる約700人のアスリートが全国各地から参加し、村上の

まちを駆け抜けました。

　沿道での熱い応援と多くのボランティアのご協力に心から感謝申し上げます。また、市民の皆さんには、

大会に伴う交通規制などでご迷惑をおかけしました。来年は９月25日㈰に開催する予定ですので、よろし

くお願いします。

村上・笹川流れ国際トライアスロン大会実行委員会　☎53－3399

新潟リハビリテーション専門学校の皆さんが、参
加選手のアイシングマッサージスタッフとして
参加してくれました。

「ニューエイジドラゴン」の子どもたちは給水所
のボランティアとして参加。齋藤姫

ひよ
由
り

さんは、「緊
張するけど、選手が水をとってくれるとうれし
い」と笑顔で話してくれました。

今年も会場を熱くしてくれた市内選手の成績（完走者・敬称略）
【国際部門】

男子順位　　　　　　総合記録

 9 山崎　　健（37）　2:10:24
 20 清水　裕輔（29）　2:14:24
 61 齋藤　　勉（41）　2:24:21
 66 高橋　一仁（42）　2:25:30
 70 髙橋　　健（41）　2:25:57
 80 本間　洋行（47）　2:27:42
 133 山本　祐一（43）　2:36:31
 142 本間　紀彦（39）　2:37:40
 148 伊藤　孝雄（37）　2:38:16
 194 渡辺　　敏（52）　2:45:09

男子順位　　　　　　総合記録

 207 只木　雅実（41）　2:46:34
 229 天井　秀昭（37）　2:50:01
 247 平間　保智（38）　2:52:21
 279 小池　健二（55）　2:57:46
 338 小川　利栄（60）　3:14:36
 353 木村　哲也（40）　3:21:26
女子順位　　　　　　総合記録

 26 駒沢　玲子（29）　2:57:07
 27 本間　里美（45）　2:58:56
 28 小田　恵子（29）　3:02:35

【リレー部門】

総合順位　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合記録

 6 チームニケ（佐藤真裕美、五十嵐基、井村尭） 2：21：50
 11 MO・NA・KA（大渕淳、中原嘉樹、貝沼聡） 2：28：17
 18 マリとこいけの物語（小池篤子、小池晃、佐藤万里）

2：35：58
 23 TEAM瀬波（佐藤光徳、五十嵐達郎、東海林貴之）

2：41：41
 25 プログレ大魔王（富樫健、伴田宏、青山将之）

2：44：04
 27 GO!GO!あい塚（東仁、井畑豊、大塚瑠美） 2：45：19
 31  A，B＆Fresh girl 
　　 （ベッティナ・ギルテンハルト、アンニャ・ポップ、伴田幸世） 2：50：56
 38 社団法人いわふね青年会議所新入会員募集中

  （佐藤一治、岩本光司、川崎将人） 3：03：31

※氏名の後の（　）書きは年齢
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休日急患診療所を利用しましょう
　村上市休日急患診療所は、応急処置を施す第一段階の役割を担っています。休日や祝日に発熱などで急病

になった人は、休日急患診療所をご利用ください。

診療科目 診　療　日 受　付　時　間

内科　

・小児科

日曜日、祝日、年始

（1月1 〜 3日）

午前９時〜 11時30分

午後１時〜３時30分

　ところ　村上市若葉町10番7号（村上市岩船郡医師会館内）

　電　話　☎52－4666

　  お子さんが発熱などで具合の悪いときは、電話相談を
　「休日夜間小児救急医療電話相談」では、経験豊富な看護師が相談に応じています。

　　実 施 日　　土・日曜日、祝日、年末年始（12月30日〜 1月3日）

　　実施時間　　午後7時〜 10時

　　電話番号　　☎025‐288‐2525、または#8000（プッシュ回線専用）※携帯電話からでも可能

●問い合わせ　保健医療課予防医療係　☎53－2111（内線264）

11月1日㈪～

下
水
道
施
設
が
供
用
開
始

　

市
が
平
成
18
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
き
た
上
海
府
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設（
上
海
府
処
理

場
）が
完
成
し
、11
月
1
日
㈪
か
ら
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、岩
ヶ
崎
集
落
は
、年
内
に

下
水
道
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程
は
決
ま
り
次
第
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

　

こ
の
事
業
は
、農
村
地
域
に
下
水
道
施
設
を
造
る
こ
と
に
よ
り
、農
業
用
水
や
河
川
・
海
を
き
れ

い
に
し
、農
業
生
産
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

処
理
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、で
き
る
だ
け
早
め
に
排
水
設
備
の
工
事
を
実
施
し
、

下
水
道
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

　

処
理
区
域　
　
　

岩
ヶ
崎
、
大
月
、
野
潟
、
間
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　

柏
尾
、
吉
浦
、
早
川
、
馬
下

　

計
画
処
理
人
口　

１
６
６
０
人

　

処
理
方
法　
　
　

連
続
流
入
間
欠
ば
っ
気
方
式

●
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
集
落
排
水
係

　
　
　
　
　
　

☎
66
‐
６
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

村上駅

至新潟市
村上保健所

村上第一中学校
グラウンド

至鶴岡市

至瀬波温泉

国道７号

村上市岩船郡医師会
訪問看護ステーション
村上市休日急患診療所

上海府処理場
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９
月
21
日
㈫
、
西
神
納
小
学
校
体
育
館
を

会
場
に
新
潟
大
学
教
育
学
部
音
楽
科
の
学
生

に
よ
る
訪
問
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
平
成
18
年
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
で
５
回
目
。
今
回
は
、「
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
」
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
（
軽
歌
劇
）
を
西

神
納
小
学
校
の
児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民

に
披
露
し
ま
し
た
。

　

オ
ペ
レ
ッ
タ
で
は
、
児
童
も
参
加
し
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
楽
器
を
使
い
、
一

緒
に
音
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

演
奏
会
終
了
後
、
齋
藤
七な
な

海み

さ
ん
が
「
新

潟
大
学
の
皆
さ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
来
年
も
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※ それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる

ように上記イラストを掲載しています

　

「
通
学
路
を
楽
し
く
、き
れ
い
に
」を
目
的
に
、地
元

の
小
・
中
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
９
月
11
日
㈯

に
日
沿
道
の
横
断
ボ
ッ
ク
ス
に
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
の

巨
大
な
壁
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
大
き
な
キ
ャ
ン

バ
ス
に
戸
惑
い
な
が
ら
は
け
を
動
か
し
、
微
妙
に
色

を
変
え
た
ペ
ン
キ
で
細
部
ま
で
丁
寧
に
色
を
加
え
て

い
く
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
は
一
面
を
ピ
ン
ク
に
染
め
る
さ
く
ら
、
夏
は
太

陽
に
向
か
っ
て
元
気
に
咲
く
ひ
ま
わ
り
、
秋
は
夕
日

に
照
ら
さ
れ
た
鷲
ヶ
巣
山
を
バ
ッ
ク
に
頭
を
垂
れ
る

稲
、冬
は
雪
だ
る
ま
に
か
ま
く
ら
。朝
日
地
区
の
四
季

折
々
の
自
然
風
景
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

原
画
を
作
成
し
た
朝
日
中
学
校
美
術
部
の
佐
藤
舞

さ
ん
は
「
自
分
の
絵
が
大
き
な
壁
画
に
な
る
な
ん
て

不
思
議
な
気
持
ち
。学
校
へ
通
う
と
き
、毎
日
見
ら
れ

る
の
で
う
れ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
て

　
　

完
成
さ
せ
ま
し
た

あさひ

「
音
の
楽
し
さ
を
伝
え
に
」

　

新
潟
大
学
訪
問
演
奏
会

かみはやし

　

荒
川
地
域
子
ど
も
教
室
（
公
民
館
主
催
教

室
）で
は
、地
域
の
大
人
た
ち
が
指
導
者
と
な

り
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
28
人

が
、
毎
週
火
・
木
曜
日
の
放
課
後
に
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
21

日
㈫
の
活
動
で
は
、「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
歩
こ
う

会
」の
人
た
ち
が
指
導
者
と
な
り
、公
民
館
を

飛
び
出
し
て
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
題
し
た
ミ

ニ
遠
足
を
行
い
ま
し
た
。
火
バ
サ
ミ
を
片
手

に
班
ご
と
に
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、普
段
、入
り
込
む
こ
と
の
な
い
路

地
裏
な
ど
を
思
い
思
い
に
散
策
し
な
が
ら
ゴ

ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
最
初
は
嫌
々
だ
っ
た
ゴ

ミ
拾
い
も
、
途
中
か
ら
は
散
策
そ
っ
ち
の
け

で
ゴ
ミ
探
し
に
夢
中
。約
50
分
間
の
活
動
で
、

約
40
㎏
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

指
令
！

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を

敢
行
せ
よ

あらかわ
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９
月
24
日
㈮
、
聴
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
加
藤

準
子
さ
ん
（
田
端
町
）
が
、
聴
導
犬
の
「
い
こ

ま
」（
シ
ー
ズ
ー
・
メ
ス
・
７
歳
）を
連
れ
て
、

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

昨
年
２
月
か
ら
一
緒
に
加
藤
さ
ん
と
住
み

始
め
た
「
い
こ
ま
」
は
、
国
内
に
い
る
聴
導
犬

20
頭
の
う
ち
の
１
頭
。
大
阪
で
捨
て
ら
れ
て

い
た
と
こ
ろ
を
拾
わ
れ
、８
か
月
間
、訓
練
を

受
け
ま
し
た
。

　

夫
婦
と
も
に
聴
力
に
障
が
い
の
あ
る
加
藤

さ
ん
は
、
呼
び
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

な
ど
に
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
い
こ
ま
」
の

お
か
げ
で
そ
れ
が
な
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
介
助
犬
の

同
伴
を
可
能
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
加

藤
さ
ん
。「
い
こ
ま
は
、娘
の
よ
う
な
存
在
。一

緒
に
い
る
お
か
げ
で
気
持
ち
が
優
し
く
な
れ

ま
し
た
。
一
緒
に
寝
て
い
る
と
き
が
一
番
幸

せ
で
す
」
と
娘
の
よ
う
な
「
い
こ
ま
」
を
見
て

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
加
藤
さ
ん
で
し
た
。

障
が
い
者
と
聴
導
犬
を
理
解

し
て
も
ら
い
た
い

〜
聴
導
犬
を
連
れ
て
市
長
訪
問
〜

むらかみ

　

村
上
の
秋
の
風
物
詩
「
町
屋
の
屏
風
ま
つ

り
」は
今
年
で
10
年
目
。節
目
の
年
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、９
月
25
日
㈯
、26
日
㈰
に
は
Ｓ
Ｌ

屏
風
ま
つ
り
号
が
初
め
て
運
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

貴
婦
人
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
Ｃ
57
型
蒸

気
機
関
車
が
村
上
駅
に
到
着
す
る
と
、
乗
客

は
大
勢
の
市
民
に
迎
え
ら
れ
、
地
酒
の
振
る

舞
い
や
上
町
、肴
町
、泉
町
の
お
し
ゃ
ぎ
り
の

曳ひ

き
回
し
、
村
上
甚
句
の
披
露
な
ど
で
歓
迎

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

「
熱
心
な
歓
迎
を
受
け
て
驚
き
ま
し
た
。今

日
は
ゆ
っ
く
り
と
屏
風
ま
つ
り
の
見
物
で
す

が
、来
年
は
７
月
に
遊
び
に
来
て
、村
上
大
祭

で
お
し
ゃ
ぎ
り
見
物
が
し
た
い
で
す
。
」
と
、

Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
新
潟
市
か
ら
訪
れ
た
山
形
さ

ん
夫
妻
も
喜
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

町
屋
の
屏
風
ま
つ
り

３
台
の
お
し
ゃ
ぎ
り
が

Ｓ
Ｌ
を
出
迎
え

むらかみ

　

９
月
26
日
㈰
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
、県
を
越
え
た
選
手
相
互
の
交
流
を
深

め
、技
術
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に「
第
10

回
近
郷
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」が
山

北
総
合
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
、鶴
岡
市
や
新
潟
市
な
ど

12
チ
ー
ム
で
山
北
地
区
か
ら
は
男
女
各
１

チ
ー
ム
が
参
加
。コ
ー
ト
内
で
躍
動
す
る
選
手

に
は
声
援
が
送
ら
れ
、応
援
す
る
人
も
選
手

と
と
も
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
２
位
と
な
っ
た
山
北
ス
カ
イ

ボ
ー
イ
ズ
の
板
垣
裕
介
く
ん（
荒
川
口
）は「
決

勝
で
基
本
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
た
め
、前
回

勝
っ
た
相
手
に
負
け
て
悔
し
か
っ
た
。い
つ
で

も
基
本
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
」と
話
し
、早

く
も
次
の
試
合
に
向
け
て
闘
志
を
燃
や
し
て

い
ま
し
た
。

県
を
越
え
た
バ
ス
ケ
交
流

悔
し
さ
を
バ
ネ
に

さんぽく

　

天
気
に
恵
ま
れ
た
９
月
26
日
㈰
、
朝
日
み

ど
り
の
里
屋
根
付
き
多
目
的
広
場
で
あ
さ
ひ

商
工
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
面
小
学
校
の
児
童
に
よ
る「
三
面
太
鼓
」

や
初
の
試
み
と
な
っ
た
「
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
」
な
ど
の
催
し
物
が
次
々
と
行
わ
れ

ま
し
た
。ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、マ
グ

ロ
を
力
強
く
さ
ば
い
て
い
く
職
人
に
大
き
な

拍
手
を
送
り
、
そ
の
場
で
販
売
さ
れ
た
マ
グ

ロ
を
求
め
て
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。

お
っ
き
い
マ
グ
ロ
に
大
歓
声

あさひ
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10
月
２
日
㈯
に
緑
の
少
年
団
が
、
奥
三
面

で
植
樹
を
通
じ
て
森
林
の
大
切
さ
を
学
ぶ
、

さ
け
の
森も

林り

づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

緑
の
少
年
団
43
人
は
、
植
え
た
ブ
ナ
の
苗

木
を
し
っ
か
り
育
つ
よ
う
に
周
り
の
土
を
足

で
踏
み
固
め
、木
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。お

昼
に
は
、鮭
の
つ
み
れ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、持

参
し
た
お
弁
当
と
と
も
に
舌
鼓
。
活
動
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
味
も
格
別
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

午
後
か
ら
は
植
物
を
見
て
回
っ
た
り
、
土

の
中
に
い
る
生
物
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
り

す
る
な
ど
の
自
然
観
察
を
行
い
、
朝
日
の
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

小
田
千
尋
さ
ん（
塩
野
町
小
学
校
４
年
）は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
、深
く
掘
っ
て
植
え
る
の

で
大
変
。顕
微
鏡
で
は
、土
の
中
に
い
る
た
く

さ
ん
の
小
さ
い
虫
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

森
林
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
　

〜
緑
の
少
年
団
〜

あさひ

　

10
月
５
日
㈫
、
山
北
中
学
校
１
年
生
を
対

象
と
し
た「
職
業
講
話
」が
同
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
話
は
、山
北
の
お
宝
と
し
て
、事
前

に
生
徒
が
考
え
て
き
た
も
の
を
観
光
・
技
・

体
験
な
ど
に
分
別
し
な
が
ら
、
山
北
の
自
慢

を
探
し
、山
北
に
欲
し
い
も
の
、こ
れ
か
ら
自

分
が
ど
う
な
り
た
い
か
を
考
え
る
こ
と
に
つ

な
げ
、
自
分
と
山
北
の
未
来
を
考
え
る
機
会

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
務
め
た
加
藤
英

人
さ
ん
は
、こ
の
活
動
を
通
し
て「
山
北
に
誇

り
を
持
ち
、
山
北
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
」と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
話
を
き
っ
か
け
に
、
生
徒
た
ち

は
自
分
の
未
来
と
地
域
の
未
来
を
重
ね
合
わ

せ
な
が
ら
、
ど
ん
な
目
標
を
考
え
た
の
で

し
ょ
う
。

地
域
の
未
来
と
自
分
の
未
来

　

「
山
北
中
学
校
職
業
講
話
」

さんぽく

　

10
月
６
日
㈬
、〜
に
い
が
た
緑
の
百
年
物

語
〜
第
51
回
岩
船
林
業
振
興
祭
が
荒
川
地
区

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は
、林

業
振
興
や
緑
化
活
動
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
皆

さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。今
回
、功
労
者

表
彰
を
受
け
、記
念
講
演
の
講
師
で
も
あ
る

「
特
色
の
あ
る
緑
の
公
園
を
造
る
会
」の
佐
藤

巧
会
長
は
、「
植
樹
を
し
た
木
々
が
成
長
し
、

昆
虫
や
小
動
物
が
集
ま
り
、子
ど
も
た
ち
が

そ
こ
で
遊
べ
る
、そ
ん
な
公
園
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
植
え
た
木
が

そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
願
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、市
営
あ

ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場
内
で
行
わ
れ
た
記
念
植
樹

に
は
、保
内
・
金
屋
小
学
校
か
ら
１
０
１
人
の

児
童
も
参
加
。大
人
も
子
ど
も
も
協
力
し
て
、

マ
サ
キ
の
苗
木
２
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

守
ろ
う「
緑
の
財
産
」

あらかわ

　

９
月
27
日
㈪
、
さ
ん
ぽ
く
南
小
学
校
の
約

50
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
で
５
年
生
に
よ
る
稲
刈

り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
に
植
え
た
苗
が
育
ち
、
た
く
さ
ん
実
っ

た
稲
を
鎌
で
刈
っ
て
い
く
児
童
た
ち
。
初
め

て
体
験
し
た
と
い
う
児
童
が
多
い
中
、
田
ん

ぼ
に
足
を
取
ら
れ
、し
り
も
ち
を
つ
く
な
ど
、

楽
し
げ
な
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は「
鎌
で
刈
る
ザ
ク
ッ
と
い

う
音
が
面
白
い
」、「
自
分
で
刈
り
取
り
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
緒
に
稲
刈
り
を
し
て
く
れ
た
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
間
ま
ゆ
み
さ
ん（
北
赤
谷
）

は「
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
こ
の
体
験
を
思
い

出
し
、農
業
や
食
べ
物
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」と
稲
刈
り
を
し
た
児
童
た
ち
の〝
食
〟

へ
の
関
心
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

鎌
で
の
稲
刈
り
に
ぎ
や
か
に

「
さ
ん
ぽ
く
南
小
学
校
稲
刈

り
体
験
」

さんぽく
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10
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
の
２
日
間
行
わ
れ

た「
宵
の
竹
灯
籠
ま
つ
り
」は
今
年
で
８
年
目

と
な
り
ま
し
た
。「
多
く
の
人
に
幻
想
的
な
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
、「
夜
の
町
屋

の
魅
力
を
伝
え
た
い
」と
、準
備
作
業
や
当
日

の
会
場
管
理
、後
片
付
け
、約
５
０
０
０
本
の

竹
灯
籠
の
火
入
れ
な
ど
、
毎
年
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
実
行
委
員
が
力
を
出
し
合
い
、

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
日
の
夕
方
に
は
、
多
く
の
小
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
佐
藤

光
く
ん
（
肴
町
）
も
、
同
年
代
の
参
加
者
と
協

力
し
て
、
次
々
と
竹
灯
籠
に
灯
り
を
と
も
し

て
い
ま
し
た
。 力

を
出
し
合
い
魅
力
を
発
信
！

宵
の
竹
灯
籠
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

むらかみ

　

10
月
13
日
㈬
、
上
助
渕
集
落
の
国
道
７
号

交
差
点
か
ら
殿
岡
集
落
を
結
ぶ
延
長
約

１
・
７
㎞
の
上か

み

助す
け

渕ぶ
ち

バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、午
後
３
時
の
開
通
に
先
立
ち
、午

前
11
時
か
ら
国
道
２
９
０
号
本
線
上
で
開
通

式
が
行
わ
れ
、一
般
国
道
２
９
０
号
新
発
田
・

村
上
間
道
路
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
で

関
川
村
の
平
田
村
長
を
は
じ
め
、
地
元
区
長

な
ど
が
出
席
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

地
元
市
長
と
し
て
大
滝
市
長
が
「
バ
イ
パ

ス
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
関
川
村
を
経

由
し
て
山
形
県
や
福
島
県
と
の
交
流
が
活
発

に
な
り
経
済
、
観
光
な
ど
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

国
道
２
９
０
号

上
助
渕
バ
イ
パ
ス
開
通

かみはやし

　

胎
内
市
と
関
川
村
、村
上
市（
荒
川
地
区
・

神
林
地
区
）
の
地
域
医
療
を
担
う
県
立
坂
町

病
院
の
医
療
体
制
充
実
を
訴
え
る
「
県
立
坂

町
病
院
活
性
化
促
進
大
会
」
が
、
10
月
16
日

㈯
、
関
川
村
村
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
坂
町
病
院
神
経
内
科
の

新
井
亜
希
医
長
か
ら
、
厳
し
い
状
況
の
中
で

困
難
に
取
り
組
ん
で
い
く
様
子
を
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
４
回
転
ジ
ャ
ン
プ
に
例
え
、

「
患
者
も
そ
れ
を
支
え
る
家
族
も
４
回
転
に

挑
戦
し
て
い
る
。
人
手
も
設
備
も
不
足
し
て

い
る
が
、私
も
が
ん
ば
っ
て
、役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
」と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、促
進
大
会
で
は
、約
４
０
０
人
の
参

加
者
が
拍
手
で
決
議
案
を
承
認
し
、
坂
町
病

院
の
医
療
体
制
の
早
期
改
善
と
医
師
充
足
を

要
望
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

地
域
一
体
で
訴
え
る

医
療
の
充
実

あらかわ

　

10
月
９
日
㈯
、
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場

に
西
神
納
地
域
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
神
林
地
区
全
体
で
体
育
祭
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
ぶ
り
に
小
学
校

区
単
位
に
分
か
れ
て
の
開
催
と
な
り
、
西
神

納
地
域
で
は
住
民
約
２
０
０
人
が
参
加
。
玉

入
れ
や
大
玉
送
り
な
ど
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
、親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

種
目
ご
と
の
得
点
合
計
に
よ
る
総
合
順
位

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

南
田
中
集
落

　

準
優
勝　
　

岩
船
駅
前
集
落

　

３　

位　
　

松
喜
和
集
落

西
神
納
地
域
体
育
祭

かみはやし
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認 知 症
～認知症の接し方～

　毎日、認知症の人と接している家族（介護者）は、心身のストレスがたまりやすくなっています。

　しかし、次のようなことを心がけて接すると介護者のストレスが軽減でき、認知症の人の症状が安定して

きます。

　★知るは力なり… 認知症の症状について正しい知識を持つことで、お年寄りのさまざまな症状を理解して

受け止めることができます。

　★割り切り上手に …認知症は病気と割り切りましょう。一呼吸おくと冷静に対処できることがあります。

　★時には役者に… 認知症の人の錯覚や間違った思い込みは、否定しても反発を増すだけです。時には演技

して、その思い込みに合わせてみましょう。

　★全力投球はしない…肩の力を抜いてあせらず、ゆったりとした介護を心がけましょう。

　★隠すよりオープンに…隠すことは逆効果です。近所や周囲の人に知ってもらい協力を得ましょう。

　★ペースは合わせ るもの…介護者のやり方を押しつけるのではなく、認知症の人のペースに合わせて付き

合うことが大切です。

　次回は、「認知症の接し方（その2）」です。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511 ㈹

【中央図書館新着図書】
◆にいがた文化の記憶

◆家康、死す　上下（宮本昌孝）

◆寝ても覚めても（柴崎友香）

◆単独行者（アラインゲンガー）（谷甲州）

◆空の冒険（吉田修一）

◆ハイ・アラート（福田和代）

◆ラブ＆ピーナッツ（森沢明夫）

◆神隠し　子預かり屋こはる事件帖（翔田寛）

◆夜あけのさよなら（田辺聖子）

◆彼女との上手な別れ方（岡本貴也）

◆魂の流木（マイケル・Ｓ．コヤマ）

◆のんちゃんのふとん（北川悦
え

吏
り

子
こ

）

◆僕が出会った作家と作品（五木寛之）

◆子どもの病気の不安に答える本

◆日本料理祝儀不祝儀ハンドブック

◆ディップの本　73レシピ

◆ペットの冠婚葬祭まるごと便利帳

◆美しい和風の庭づくり

◆知らなかった!都道府県名の由来

○１ねん１くみの１にち（川島敏生）

○どんぐりむらのぼうしやさん（なかやみわ）

○あふりかのあかいみち（しまだしほ）

○カエルもヒキガエルもうたえる（アーノルド・ローベル）

図書館職員のおすすめ本
マイボトルでヘルシーダイエット

安上がりでエコにもなり、体にもいい。

“マイボトル”にぴったりなドリンクや

スープを紹介します。

包括支援センターだより

その7

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

○ネコナ・デール船長（おくはらゆめ）

○100㎞！（片川優子）

○なみだめネズミイグナートのぼうけん（乙一）

○カレーライスのすきなペンギン（落合恵子）

○かめ200円（岩崎京子）

○ねむれなければ木にのぼれ（ジョーン・エイキン）

○小学生のあんでるせん手芸

○宇宙のふしぎ

◆…一般書　○…児童書

「秋の朗読会」のお知らせ
　午後のひととき、ゆったりした時間を過ごし

ませんか。どなたでも歓迎します。

と　き　11月６日㈯

　　　　午後１時30分〜2時30分

ところ　中央図書館　談話室

主　催　金曜朗読会　優しい時間

その他　入場無料
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食
育
だ
よ
り

　

食
事
を
通
し
て
情
操
面
や
知
能
を
育
て
る

「
食
育
」。幼
児
期
は
食
育
の
基
礎
と
な
る
食
習

慣
を
育
て
る
大
切
な
時
期
で
す
。

　

猿
沢
保
育
園
で
も
園
児
の
祖
父
母
か
ら
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
、自
家
製
の
野
菜
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
水
や
り
や
草
取
り
を
し
て
育

て
た
野
菜
は
一
味
違
う
よ
う
で
、
子
ど
も
た
ち

が
苦
手
な
ピ
ー
マ
ン
も
進
ん
で
食
べ
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
経
験
が
正
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
食
育
で
す
が
、

何
よ
り
も
、
楽
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、

楽
し
い
食
を
通
し
て
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

「
う
つ
病
」の
早
期
発
見
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

「
う
つ
」
に
み
ら
れ
や
す
い
初
期
の
サ
イ
ン

に
「
何
と
な
く
ゆ
う
う
つ
で
、
や
る
気
が
湧
い

て
こ
な
い
」
、「
食
欲
が
な
い
」
、「
夜
寝
つ
き
が

悪
く
、
早
朝
に
目
が
さ
め
る
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
い
く
つ
か
重
な

り
、３
か
月
以
上
経
っ
て
も
改
善
し
な
い
よ
う

な
ら
「
う
つ
病
」
を
疑
っ
て
専
門
家
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

■
点
数
の
つ
け
方

　

・
い
つ
も　

４
点
・
し
ば
し
ば
あ
る　

３
点

　

・
と
き
に　

２
点
・
め
っ
た
に
な
い　

１
点

■
判
定
方
法（
20
項
目
全
体
の
総
合
得
点
）

・
40
点
以
下　

う
つ
状
態
な
し

・
40
〜
49
点　

軽
症
う
つ
状
態

・
50
〜
59
点　

中
等
度
う
つ
状
態

・
60
点
以
上　

重
度
う
つ
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ツ
ン
グ
変
法
）

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

「チェックリスト」で早期に発見を

項目 点数

1 気分が沈みがちでゆううつである

２ ささいなことで泣きたくなる

３ 夜、よく眠れないし、朝早く目が覚める

４ 最近、体重が減ってきた

５ 便秘がちである

６ 普段よりも動悸がする

７ わけもなく疲労感があり、疲れがとれにくい

８ 落ち着かず、じっとしていられない

９ 普段よりイライラ感がある

10 自分がいないほうがみんなのためだと思う

11 １日のうちで朝方に気分の悪さがある

12 食欲不振がある

13 異性に関心がない

14 気分は普段よりさっぱりしない

15 手慣れた仕事もてきぱきとできない

16 将来のことに希望が持てない

17 決断力がなく、迷うことが多い

18 自分が役に立つ人間だとは思わない

19 毎日の生活にはりがない

20 今の生活に満足していない

合　計

夏には園内にある「ミニ農園」でプチトマトを収穫

食に関する紙芝居「へんしんおでん」４・５歳児で食育カルタ



2010.11.1　　22

Vol.８「冬の室温は20℃に設定しましょう」eECOECO くらしくらし
エ コ

イー

カッコ
はじめよう ecology

  economy

皆
川　

愛
さ
ん
︹
岩
崩
︺

　
　
　

遊ゆ
う

く
ん
（
９
歳
）

　
　
　

心し
ん

く
ん
（
１
歳
）

　年の離れたお兄ちゃんが大好

きで、遊んでほしくていつも

ちょっかいをだしています。お

兄ちゃんの学校の友達や近所の

子どもたちがとてもかわいがっ

てくれ、お散歩に連れていって

もらい喜んでいます。

　いつもニコニコ、明るく元気

に大きくなってくれたら、いい

と思っています。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

わ が 家

宝

の
今回は、

朝日地区です

　地球温暖化対策を推進するため、冬は“寒いときは着る。過度に暖房に頼らない”という原点に立ち返り、暖

房時の室温が20℃でも快適なライフスタイル「ウォームビズ」を実践しましょう。

─室温を20℃に設定した場合の効果─

外気温度６℃のとき、20℃〜21℃に暖房設定した

場合（使用時間９時間／日）

　年間で電気

　53.08Kwhの省エネ

●原油換算　13.38ℓ　●CO2削減量　24.0㎏

エアコン（2.2KW）の場合

　年間でガス

　８.15㎥の省エネ

●原油換算　９.46ℓ　●CO2削減量　18. ６㎏

ガスファンヒーターの場合

　年間で灯油

　10.22ℓの省エネ

●原油換算　９.68ℓ　●CO2削減量　25. ４㎏

石油ファンヒーターの場合
　長袖シャツとズボンのスタイルでは、快適な室温

は22℃前後ですが、長袖セーターを１枚着ると、室

温が20℃でも同じ快適さを維持できます。

　つまり、快適性を犠牲にしないで、暖房設定温度

を下げることができます。

引用：財団法人省エネルギーセンター HP

冬の重ね着

22℃ 20℃

長袖シャツ22℃快適 セーター着て20℃快適
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○おたんじょう
氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所 氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所

●おくやみ
氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所

※９月11日から10月10日までの届け出です（敬称略）　※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口と世帯数（10月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,567人（△18）　Å35,423人（△22）　 計67,990人（△40）　    22,814世帯（1）

村上地区
伊 藤 ナ ミ 88 上山田
本 間 里 美 48 三之町
木 村 榮 一 79 久保多町
安 齋 　 正 81 飯野二丁目
佐 藤 ミ 子 86 柏尾
佐 藤 弥 一 84 塩町
増　田　ツナ子 68 長井町
髙 橋 悦 子 51 杉原
景 山 ミ ヨ 76 瀬波中町
川　村　三代𠮷 98 下山田
舩 山 覺 雄 83 杉原
大　滝　キヨイ 103 二之町
佐　藤　太四郎 88 日下
小 武 幸 生 37 松原町住宅
池 田 ミ エ 84 門前
佐 藤 　 勇 82 新町
飯 沼 秋 雄 57 庄内町
舩 山 　 登 78 久保多町
山 本 キ サ 88 岩船上浜町
瀧 波 信 子 78 飯野三丁目
佐 藤 ヤ ス 79 久保多町
森 本 昭 夫 81 吉浦
小 池 　 六 76 下相川
佐 藤 幸 夫 68 天神岡
川　崎　ヒデ子 86 緑町二丁目

村上地区
光祐（こうすけ） 佐 野 正 俊 山居町一丁目
莉音（りおん） 森 谷 真 一 小町
美月（みつき） 相 馬 公 一 山辺里
ののか 間 　 哲 也 大欠
海里（かいり） 竹 内 大 輔 岩船北浜町
梨人（りと） 瀬 賀 恭 平 菅沼
琉空（るきあ） 磯 部 　 舞 三之町
早映香（さえか） 安 齋 壽 修 飯野二丁目
羽流空（はるく） 鈴 木 一 幸 上片町
紗彩（さあや） 國 田 　 誠 肴町
蘭（らん） 小 林 　 純 南町二丁目
つむぎ 八藤後　さやか 安良町
孝成（こうせい） 齋 藤 　 昇 緑町一丁目

荒川地区
聖菜（せな） 安 城 直 哉 長政
優月（ゆづき） 岩 村 英 明 坂町駅前

悠吾（ゆうご） 瀨 賀 正 史 長政
ちなつ 伊 東 健 太 羽ヶ榎
悠那（ゆうな） 渡 邊 志 保 大津
莉子（りこ） 髙 野 一 弘 十文字

神林地区
花香（はなか） 鈴 木 将 宏 上助渕

朝日地区
琉捺（りな） 中 川 繁 輝 朝日中野
優花（ゆうか） 齋 藤 竹 規 板屋越
銀丈（ぎんじょう） 小 田 　 輝 下新保
琉魁（りゅうき） 増 子 誠 一 板屋越
京佑（きょうすけ） 板 垣 英 明 猿田
涼介（りょうすけ） 太 田 　 聡 檜原
麗（うらら） 五十嵐　隆　信 大場沢

山北地区
大空希（たくき） 齋 藤 史 典 北黒川

朝日地区
三 浦 　 守 81 十川
木ノ瀨　明　子 52 新屋
鈴 木 　 一 84 中原
髙 橋 久 喜 78 千縄
井 上 忠 二 78 朝日中野
大　滝　カネヨ 96 板屋越
板　垣　仁一郎 69 上中島
髙 橋 義 治 83 千縄
白　川　トライ 84 塩野町
本 間 末 藏 90 岩沢
山 賀 謙 吾 79 本小須戸
松 島 利 人 54 上野
渡　辺　勘太郎 90 板屋越

山北地区
原 カ シ 93 中継

大 滝 四 郎 92 北田中
齋 藤 政 行 99 勝木
富　樫　平三郎 76 堀ノ内
富 樫 俵 一 90 堀ノ内
富　樫　コエノ 89 府屋浜町
斎 藤 正 義 60 勝木
大　滝　スエ子 87 中継
加 藤 賢 子 55 芦谷

鈴 木 昭 平 82 飯野桜ヶ丘
鈴 木 ヨ イ 88 岩船岸見寺町
本 間 　 正 97 間島
横 山 タ ミ 95 柏尾
鈴 木 公 子 68 南町二丁目

荒川地区
佐久間　ヱ　子 89 鳥屋
髙　橋　日出男 74 藤沢
磯 部 　 鼎 80 佐々木
井　上　千賀子 40 春木山
山 田 　 敬 78 坂町
松 村 イ ミ 71 坂町
伊 藤 フ ヂ 90 花立
小 川 寅 市 89 海老江

神林地区
鈴　木　ミハル 99 有明
瀬 賀 征 德 72 福田
髙 野 盛 雄 87 小岩内
川 崎 良 三 82 北新保
渡　邊　香都夫 86 河内
木　村　タツノ 93 七湊
遠 藤 ヒ デ 90 平林
横 山 貞 治 86 下助渕
奈良𣘺　セ　イ 87 塩谷𣘺　セ　イ 87 塩谷
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市 報 む ら か み は、 資 源 保 護 の た め
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　10月３日㈰、神林地区の向ヶ丘保育園とみのり保育園

で運動会が行われました。写真は、向ヶ丘保育園の様子

で、種目は「へんしん大作戦」。お父さんやお母さんは

「スーパーマン」、男の子は「ウルトラマン」、女の子は「プ

リキュア」というテレビのヒーロー、ヒロインに変身し、

手をつないで、一緒にゴールを目指していました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u「夏が暑いと冬は大雪」そんな話を耳に

したことがある人は多いのではないでしょ

うか。私は寒いのは大の苦手で、この夏の

記録的な猛暑の分、冬は大雪にならないか

と心配しています。しかし、この話はラニー

ニャ現象という気象現象が起こった年の統

計が話の根拠になっているそうですが、あ

まり当てにならないようです。やはり、暑

さにも寒さにも、前もって備えておくこと

が大切ですね。誉○ 

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

三面川の鮭

　

「
イ
ヨ
ボ
ヤ
」
と
は
、
村
上
の
方
言
で
鮭
の
こ
と
。

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
は
、鮭
の
生
態
や
村
上
の
鮭
文
化
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
で
最
初
の
鮭
の
博

物
館
で
す
。

　

館
内
の
地
下
に
は
、人
工
河
川
を
含
む
生
態
観
察

室
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
季
節
、
三
面
川
に
帰
っ
て
き

た
鮭
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
も
し
か
し
た
ら
、
神
秘

的
な
産
卵
シ
ー
ン
に
遭
遇
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

生
態
観
察
室
を
過
ぎ
、
川
底
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
サ
ー
モ
ン
ロ
ー
ド
」を
進
む
と「
三
面
川
鮭
観
察
自

然
館
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
施
設
は
、三
面
川
の
分
流

「
種
川
」を
真
横
か
ら
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、遡
そ
じ
ょ
う上

す
る
鮭
の
様
子
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
全
長
50
ｍ
、
幅
８
ｍ
余
り
の
大
地
下
室
と

な
っ
て
お
り
、日
本
一
の
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

１
階
の
ミ
ニ
ふ
化
場
で
は
、毎
年
10
月
こ
ろ
か
ら

翌
年
１
月
こ
ろ
ま
で
鮭
の
ふ
化
槽
を
設
置
し
、三
面

川
に
遡
上
し
た
鮭
か
ら
卵
を
取
っ
て
、人
工
的
に
ふ

化
さ
せ
ま
す
。卵
か
ら
稚
魚
へ
と
ふ
化
す
る
様
子
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

鮭
が
遡
上
す
る
こ
の
時
期
に
、イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館　

☎
52
‐
７
１
１
７

鮭の稚魚

村上市
鮭公園

村上市消防本部
村上市消防署

三面川

三面川中州公園

イヨボヤ会館


